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問題 I. 次のテーマの中から一つ選んで、そのテーマについて話して下さい。 

 

A. 企業における文化的多様性 

B. 小売業 

 

 

問題 II.  次のグラフを日本語で説明してください。 
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問題 III. 試験官とロールプレイしてください。 

 

受験者：あなたは、TOMOロボット会社ブダペスト支店課長のカトナ・エーヴァ/ガーボルです。TOMOロ

ボット会社本店の田中部長がルビック株式会社と一緒にブダペストでロボット、知能玩具の展示会を

組織したいです。このことについてルビック株式会社課長の池田ひろこさんと連絡を取ってください。以下

の事を聞いてみてください。 

①展示会が可能であるか、②場所、時期、③価格、条件、④保険、 

 ⑤TOMOロボット会社本店の田中部長が面談のために来月の上旬に来ハする 

 

試験官：ルビック株式会社課長の池田ひろこさん 

 

問題 IV. 次の文をハンガリー語でまとめてください。 

 

セブン＆アイ 営業利益過去最高に 

 

 流通大手の「セブン＆アイ・ホールディングス」は、今年 2月までの 1年間の決算によりますと、本業の

もうけを示す営業利益は 2956億円と、前の年よりも 1.2％増え、過去最高になりました。これは、主力

のコンビニ事業で、煮魚や肉じゃがといった総菜などのプライベートブランドの商品を強化したところ、高齢

者や女性にも客層が広がり、販売が増えたためです。 

また、このところの円安・株高が追い風となり、去年の年末以降、傘下のデパートの「そごう・西武
せ い ぶ

」で、

腕時計やブランド品など高額品の販売も伸びました。 

 さらに、売り上げが低迷していたスーパーの「イトーヨーカ堂」でも、寒さの影響で冬物の衣料品が売れ

、収益が改善したことも業績を後押ししました。 

 セブン＆アイの村田
む ら た

社長は記者会見で、「景気の先行きに対する期待感が出始め、消費の現場に

おいても明るい兆しが出始めているが、消費そのものは自立的な回復には至っていない。今後もプライベ

ートブランドの商品の開発などを強化して収益に結び付けていきたい」と述べました。 

 

 

 


